
 
 

 

 

附属小学校の教育活動に日ごろからお世話になっており、地域学部棟に研究室がある４名の先生方を訪問しました。地域

学部棟は、附属４校園の校園長を兼任されている先生方の研究室があったり、教員養成向けの教科に関する講義が行われた

りしているため、附属小学校の１年生にとっては身近に感じることのできる建物でもあります。そのため、学校園のつなが

りを感じたり、大学附属の子供であるという帰属意識をもったりすることが期待できます。今回の訪問では、体験活動とと

もに、子供が将来への希望や見通しをもつことができるように研究の一部を話していただいたり、先生への質問に応えてい

ただいたりしました。 
 

書写の研究 住川 英明先生（書写の研究、書道体験、作品についての話） 

「グループで協力して文字を書いてみよう」という活動を行いまし

た。グループで１つの漢字を選び、一人一画ずつ交代して書いていき

ました。その中で、一画一画の大切さや、最後まで丁寧に書くことの

よさ、言葉や文字の面白さなどを学びました。また、大学での仕事や

先生の作品についても教えていただき、職業や生き方についても触

れることができました。特に、先生の作品とその話が印象に残った子

供も多く、「素敵だったな。」と学校で振り返る姿がありました。 
 

乳幼児の発達の研究 福山 寛志先生（赤ちゃん研究、保育士養成についての話） 

「人間らしさってなんだろう？」というテーマで、発達心理学につ

いて分かりやすく話していただきました。乳幼児を対象にした研究の

話を聞いた子供たちは、自分のこれまでの経験やきょうだいについて

思い出し、人間の不思議に興味津々でした。その後、実際の重さが感

じられる赤ちゃんの人形を抱っこしたり、先生に質問をしたりしまし

た。子供たちは、赤ちゃんが言葉を発することや歩くことなど、発達

について様々な疑問をもった様子でした。 
 

遊びの研究  大谷 直史先生（遊びの研究、ゲーム体験、教員養成についての話） 

先生が作られた言葉や連想のゲームを体験させていただきました。

また、先生の研究や仕事についてお話をうかがう中で、好きなことを

続け、それが現在につながっているということを聞き、「自分の好き」

と「将来」を想像し、考えている子供たちもいました。ゲーム体験や

話を通して、遊びは楽しいということを実感し、自分たちが普段遊ん

でいるゲームとの違いを感じたり、学校に戻った後も新たな遊び方を

創造したりしていました。 
  

砂と水・地形の研究 小玉 芳敬先生（水と砂、地形の研究、自然現象の実験） 

水と砂を用いたいろいろな実験を見せていただきました。子供たち

は、どの実験でも、どうなるか予測したり、なぜそうなったのか疑問

を抱いたりしていました。そして全ての実験が、実は地形や自然現象

と関連していることを知ると、さらに不思議がいっぱいに。また、附

属中学校の校長先生でいらっしゃることにも驚いた様子でした。自然

科学の不思議さには法則があること、３年生以降の理科の学習で様々

なことが学べるということも教えていただき、先の進級を楽しみにす

る様子が見られました。 
 

先生方みなさんが、事前の計画や準備を入念にしてくださったので、１年生に合った活動をすることができました。研究

や仕事についてなど、一見難しいと思われる内容でも、子供たちは興味をもって話を聞き、自分なりに理解していました。

そして、もっと知りたいことや疑問に思ったことなどがたくさん見つかったようです。感想では、毛筆や理科など少し先の

学年が楽しみになっていたり、もっと先の大学生になって研究したいという思いを抱いたりする様子が見られました。また、

先生方に「すごいな。」「もっとお話したい。」という思いをもち、先生との出会いそのものに大きな喜びを感じている姿がた

くさんありました。１年生らしい貴重な体験学習となりました。 

キャリアに拓く １年生の活動 

訪問先 地域学部・農学部・教員養成センター 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の

施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成

を目指していく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

１年生の活動の様子を紹介します。 


